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特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた教育を実施するためのものであり、そ

の趣旨からも、特別支援学校には、1)校内におけるさまざまなニーズのある子どもへの教育の推進、2)地域のセンタ

ーとして様々な障害種に対応することができる体制づくり、3)学校間の連携などを一層進めていくこと 等が求めら

れています。

特別支援学校の専門機関としての役割についての認識は深まっており、各学校で積極的な活動が展開がされており、

1)校内体制 や 2）地域に開かれた学校としての機能の質の向上を図っていく必要があります。

本調査は、特別支援学校における在籍者への対応及びセンター的機能に関わる校内体制など特別支援教育における

支援システムの状況を把握し、今後の特別支援教育システムの充実に向けた取組の課題を整理することを目的として

います。

本調査を行うにあたり、調査への回答をいただいた各特別支援学校はもとより、各学校を設置する教育委員会等関

係の方々にも、ご理解とお力添えをいただきましたことを心より感謝申し上げます。

この度、本調査の結果の概要を整理し、調査のまとめ（速報）を作成いたしました。

お力添えをいただきました皆様に感謝を申し上げるとともに、ご報告とさせていただきます。

なお、本調査の結果については、引き続き、整理と分析を行い、本研究活動の研究成果として、研究成果報告書に

掲載する予定です。
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Ⅰ 調査概要

１．調査の趣旨・目的

特別支援学校における在籍者への対応及びセンター的機能に関わる校内体制など特別支援教育における支援システ

ムの状況を把握し、今後の特別支援教育システムの充実に向けた取組の課題を整理する。

２．調査設計

（１）調査対象

全国特別支援学校(本校）(悉皆調査)

回答者は、校長あるいは、校長が指名する教職員で学校全体の状況を把握する立場にある者

※研究所が各都道府県政令指定都市教育委員会の協力を得て作成している平成 22 年度特別支援学校設置一覧を基

に調査票を送付した。

（２）調査の内容

特別支援教育体制の支援システムにおける特別支援学校の組織体制やその機能の状況について調査する。

調査項目は、特別支援教育体制の支援システムの構成を整理し、また、先行調査の調査項目を参照し、その経年的

な変化を追うことができるように設定した。

基本情報（学校が対象とする障害種の状況等）以下、各項目を４部で構成した。

第 1 部 校内外との連携の仕組みと機能

第２部 校内支援の仕組みと機能

第３部 地域への支援の仕組みと機能

第４部 支援システムの充実への取組の成果と課題

（３）調査の方法

調査対象とする特別支援学校長宛てに、調査票を郵送し、回答を、E-mail、FAX、返信用封筒にて郵送での返送を

求めた。（調査票電子ファイルは、本研究所 Web サイトからダウンロードすることとした。）

（４）調査の基準日

①学校の基本的事項については、平成 22 年５月１日とする。

②調査各項目については、特に、断りがない限り平成 22 年４月１日以降、調査回答日までの状況とする。

（５）調査期間

平成 22 年９月 30 日付けで調査票を送付し、10 月 31 日までを目安として返信・返送を求めた。
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Ⅱ 調査結果（速報）

平成 22 年 10 月 31 日までに回収された調査票を対象に整理し、調査結果を速報する。

送付総数は、 944校（本校）で、 回答校総数 513校（平成 22 年 10 月 31 日現在）、回答率 54.3 ％ である。

第１部 校内外との連携の仕組みと機能

----------------------------------------------------------------------------------
１．特別支援教育コーディネーターの役割
----------------------------------------------------------------------------------

特別支援教育コーディネーターの役割について、①地域支援に関わる校内外の関係者との連絡調整を担っている。

②在籍者への支援に関わる校内外の関係者との連絡調整を担っている。③地域の幼稚園（保育園）、小・中学校、高

等学校等への相談・支援を担っている。④地域の保護者・本人への相談等を担っている。⑤在籍者本人・保護者への

相談等を担っている。⑥その他 の各項目について複数回答で尋ねた。

図１ 特別支援教育コーディネーターの役割（グラフ内の数値は校数）

----------------------------------------------------------------------------------
２．連携のための組織の構成と活動
----------------------------------------------------------------------------------

（１）医療、福祉、労働等関連機関間の連携組織への参画について

①参画している連携組織

参画している連携組織（名称）について尋ねた。

地域の特別支援連携協議会、ネットワーク会議などが記述されている。（詳細は、別途、整理分析予定）

なお、５１３校中、参画している組織の記入がない回答が４１校あり、組織がないこと、日常的な連携が行われて

いるために必要がないなどの理由が記載されている。（詳細は、別途、整理分析予定）

②参画や連携の中心となる教職員の担当

参画や連携の中心となる教職員の担当（名称）について尋ねた。

特別支援教育コーディネーター、地域支援部長、進路担当、教頭などが記述されている。（詳細は、別途、整理分

析予定）

③参画する連携組織の活動状況

参画する連携組織の活動状況について、①会議は、定期的に開催される。②会議は、必要に応じて開催される。③

その他 の各項目について複数回答で尋ねた。
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図２－１ 参画する連携組織の活動状況（グラフ内の数値は校数）

④参画する主な連携組織の機能

参画する主な連携組織の機能について、①各機関間の情報交換の場として機能している。②具体的な支援に関わる

情報交換の場として機能している。③各機関共通の課題を検討する場として機能している。④その他 の各項目につ

いて複数回答で尋ねた。

図２－２ 参画する主な連携組織の機能（グラフ内の数値は校数）

（２）特別支援学校間の連携組織への参画について

①参画している連携組織

参画している連携組織（名称）について尋ねた。

特別支援教育コーディネーター連絡会、ネットワーク会議、連絡協議会など記述されている。（詳細は、別途、整

理分析予定）

なお、５１３校中、参画している組織の記入がない回答が５７校あり、組織がないこと、地域に連携すべき学校が

ない、他の校務組織で行っているなどの理由が記載されている。（詳細は、別途、整理分析予定）

②参画や連携の中心となる教職員の担当

参画や連携の中心となる教職員の担当（名称）について尋ねた。

特別支援教育コーディネーター、教務主任、管理職、部主事などが記述されている。（詳細は、別途、整理分析予

定）

③参画する連携組織の活動状況
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参画する連携組織の活動状況について、①会議は、定期的に開催される。②会議は、必要に応じて開催される。③

その他 の各項目について複数回答で尋ねた。

図３－１ 参画する連携組織の活動状況（グラフ内の数値は校数）

④参画する主な連携組織の機能

参画する主な連携組織の機能について、①各機関間の情報交換の場として機能している。②具体的な支援に関わる

情報交換の場として機能している。③各機関共通の課題を検討する場として機能している。④その他 の各項目につ

いて複数回答で尋ねた。

図３－２ 参画する主な連携組織の機能（グラフ内の数値は校数）

（３）地域の小・中学校間の連携組織への参画について

①参画している連携組織

参画している連携組織（名称）について尋ねた。

市特別支援教育連絡会議、地区特別支援教育連絡会議、教育事務所、就学指導委員会などが記述されている。（詳

細は、別途、整理分析予定）

なお、５１３校中、参画している組織の記入がない回答が１２３校あり、組織がないこと、参加の要請がない。な

どの理由が記載されている。（詳細は、別途、整理分析予定）

②参画や連携の中心となる教職員の担当

参画や連携の中心となる教職員の担当（名称）について尋ねた。

特別支援教育コーディネーター、管理職、などが記述されている。（詳細は、別途、整理分析予定）
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③参画する連携組織の活動状況

参画する連携組織の活動状況について、①会議は、定期的に開催される。②会議は、必要に応じて開催される。③

その他 の各項目について複数回答で尋ねた。

図４－１ 参画する連携組織の活動状況（グラフ内の数値は校数）

④参画する主な連携組織の機能

参画する主な連携組織の機能について、①各機関間の情報交換の場として機能している。②具体的な支援に関わる

情報交換の場として機能している。③各機関共通の課題を検討する場として機能している。④その他 の各項目につ

いて複数回答で尋ねた。

図４－２ 参画する主な連携組織の機能（グラフ内の数値は校数）

----------------------------------------------------------------------------------
３．専門家チーム、巡回相談員との連携
----------------------------------------------------------------------------------

専門家チーム、巡回相談員との連携について、①地域支援に関して、連絡・調整を行っている。②幼児児童生徒等

への指導に関わる助言や支援を受けている。③ その他 の各項目について複数回答で尋ねた。
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図５ 専門家チーム、巡回相談員との連携（グラフ内の数値は校数）

第２部 校内支援の仕組みと機能

----------------------------------------------------------------------------------
１．在籍者への支援体制
----------------------------------------------------------------------------------

（１）在籍者への支援の中心となる教職員

在籍者への支援の中心となる教職員について、①自立活動の指導に関する事項、②教育相談に関する事項、③進路

指導、就労支援などに関する事項、④交流及び共同学習に関する事項、⑤医療的ケアに関する事項、⑥情報・支援機

器の活用に関する事項、⑦その他 の各項目について、担当名を尋ねた。

①自立活動の指導に関する事項については、「自立活動担当」、「担任」などが記述されている。②教育相談に関する

事項については、「特別支援教育コーディネーター」、「教育相談担当」などが記述されている。③進路指導、就労支

援などに関する事項についてはは「進路担当」などが記述されている。④交流及び共同学習に関する事項については

は、部主事、交流担当担任、支援部などが記述されている。⑤医療的ケアに関する事項については養護教諭、医ケア

担当、保健主事部などが記述されている。⑥情報・支援機器の活用に関する事項について、情報・支援機器担当、支

援部、担任などが記述されている。（詳細は、別途、整理分析予定）

（２）在籍者への指導・支援を全校的に検討するための校内組織

①在籍者への指導・支援を全校的に検討するための校内組織の名称

在籍者への指導・支援を全校的に検討するための校内組織の名称を尋ねた。

校内委員会、ケース会議、個別支援会議などの名称が記述されている。（詳細は、別途、整理分析予定）

なお、５１３校中、検討する組織の記入がない回答が３５校あり、各学部で行われているなどの理由が記載されて

いる。（詳細は、別途、整理分析予定）

②在籍者への指導・支援を全校的に検討するための校内組織の中心となる教職員

在籍者への指導・支援を全校的に検討するための校内組織の中心となる教職員の担当名を尋ねた。

特別支援教育コーディネーター、部主事、支援部などの名称が記述されている。（詳細は、別途、整理分析予定）

③校内組織のメンバー

校内組織のメンバーについて①幼児児童生徒等の担任、②特別支援教育コーディネーター、③管理職、④校内の

専門的知見のある教職員、⑤校外の専門家（医師、ＯＴ、ＰＴ、ＳＴ等専門職等）、⑥その他 の各項目につい

て複数回答で尋ねた。



- 7 -

図６ 校内組織のメンバー（グラフ内の数値は校数）

④指導・支援を検討するための会議の開催状況

指導・支援を検討するための会議の開催状況について、①定期的に開催している。②必要に応じて開催している。

③その他 の各項目について複数回答で尋ねた。

図７ 指導・支援を検討するための会議の開催状況（グラフ内の数値は校数）

⑤会議での主な検討事項

会議での主な検討事項について、記述式で尋ねた。

個々の児童生徒の具体的な指導課題、個別の指導計画、個別の教育支援計画、進路や就学など多岐にわたって記述

されている。（詳細は、別途、整理分析予定）

------------------------------------------------------------------------------------------------
２．在籍者の個別の教育支援計画の作成・活用・管理
------------------------------------------------------------------------------------------------

（１）個別の教育支援計画の管理を担当する組織

個別の教育支援計画の管理を担当する組織の名称を尋ねた。

教務部、相談支援部、特別支援教育コーディネーターなどが記述されている。（詳細は、別途、整理分析予定）
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（２）個別の教育支援計画の作成について

①個別の教育支援計画の作成の中心となる教職員の担当名

作成の中心となる教職員の担当名を尋ねた。

学級担任が多く記述され、特別支援教育コーディネーターなどが記述されている。

②個別の教育支援計画の作成に参画する関係者

個別の教育支援計画の作成に参画する関係者について、①学級担任、②学年・学部等の担当の教員、③特別支援教

育コーディネーター、④校内の専門的知見のある教職員、⑤校外の専門家（医師、ＯＴ、ＰＴ、ＳＴ等専門職等）、

⑥管理職、⑦保護者、⑧本人、⑨その他 の各項目について複数回答で尋ねた。

図８ 個別の教育支援計画の作成に参画する関係者（グラフ内の数値は校数）

③個別の教育支援計画の活用

(1)個別の教育支援計画の活用の情報の共有

個別の教育支援計画の活用の情報の共有について、①本人・保護者と共有している。②関係する校内の教職員の間

で共有している。③関係する専門家、関連機関と共有している。④その他 の各項目について複数回答で尋ねた。

図９ 個別の教育支援計画の活用の情報の共有（グラフ内の数値は校数）

(2)個別の教育支援計画の活用

個別の教育支援計画の活用について、①具体的な支援や指導に活用されている。②専門家、関連機関との連携に活
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用されている。③保護者への支援や連携に活用されている。④その他 の各項目について複数回答で尋ねた。

図 10 個別の教育支援計画の活用（グラフ内の数値は校数）

(3)個別の教育支援計画の移行期の取り扱い

個別の教育支援計画の移行期の取り扱いについて、①進級の際に活用したり、教職員間で、引き継がれている。②

進学、就労などの際に活用したり、進学先等に引き継がれている。③その他 の各項目について複数回答で尋ねた。

図 11 個別の教育支援計画の移行期の取り扱い（グラフ内の数値は校数）
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(4)個人情報としての個別の教育支援計画の作成・活用・管理

個人情報としての個別の教育支援計画の作成・活用・管理について、①本人・保護者の願いや意向を聞き取り作成

している。②本人・保護者の了解の下で作成・管理・活用している。③個別の教育支援計画を作成・活用・管理など

を行うための学校の規定がある。④その他 の各項目について複数回答で尋ねた。

図 12 個人情報としての個別の教育支援計画の作成・活用・管理（グラフ内の数値は校数）

(5)個別の教育支援計画の評価

個別の教育支援計画の評価について、①予め時期を定めて評価を行っている。②必要な時に随時評価を行っている。

③その他 の各項目について複数回答で尋ねた。

図 13 個別の教育支援計画の評価（グラフ内の数値は校数）

------------------------------------------------------------------------------------------------
３．交流及び共同学習
------------------------------------------------------------------------------------------------

（１）交流及び共同学習の実施状況

交流及び共同学習の実施状況について、①居住校交流を実施している。②小・中学校等との学校間交流を実施して

いる。 の各項目について複数回答で尋ねた。
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図 13 交流及び共同学習の実施状況（グラフ内の数値は校数）

（２）交流及び共同学習を進めるための仕組み

交流及び共同学習を進めるための仕組みについて、①実施するための校内組織がある。②実施するための規定を設

けている。③実施するために運営協議会や地域の教育委員会等との協議の場を設けている。④その他 の各項目につ

いて複数回答で尋ねた。

図 14 交流及び共同学習の進めるための仕組み（グラフ内の数値は校数）

第３部 地域への支援の仕組みと機能

----------------------------------------------------------------------------------
１．センター的機能を担うための組織
----------------------------------------------------------------------------------

（１）センター的機能を担う中心となる分掌

センター的機能を担う中心となる分掌の名称について尋ねた。

地域支援部、教育支援部、相談支援部などが記述されている。（詳細は、別途、整理分析予定）

（２） センター的機能を担う中心となる教員の担当名

センター的機能を担う中心となる教員の担当名について尋ねた。
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特別支援教育コーディネーター、地域支援部長などが記述されている。（詳細は、別途、整理分析予定）

（３）センター的機能を担う中心となる教員の役割

センター的機能を担う中心となる教員の役割について、①地域からの相談・支援に関わる校内外の関係者との連絡

調整を担っている。②地域への支援や相談を行っている。③その他 の各項目について複数回答で尋ねた。

図 15 交流及び共同学習の進めるための仕組み（グラフ内の数値は校数）

（４）センター的機能を担う教員の人数

センター的機能を担う教員の人数を、①専任として指名されている者、②兼任として指名されている者、③その他

の各項目毎に尋ねた。

図 16 センター的機能を担う専任教員の人数毎の学校数（グラフ内の数値は校数）
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図 17 センター的機能を担う専任・兼務教員の合計人数毎の学校数（グラフ内の数値は校数）

※ ０人との回答校は、全員体制という学校、大学附属学校、私立学校などであった。

（５）センター的機能に関わる情報の収集と提供

センター的機能に関わる情報の収集と提供に関わる活動について尋ねた。

①情報の収集に関する活動

地域の幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等に関するニーズの把握で実施していることについて、①アンケー

ト調査を行っている。②研修会、授業公開、要請による相談・支援の活動の中で聞き取っている。③その他 の各項

目について複数回答で尋ねた。

図 18 情報の収集に関する活動（グラフ内の数値は校数）
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②情報の提供に関する活動

地域の小・中学校等への理解啓発や広報活動について実施していることを、①理解啓発のためのパンフレットを作

成している。②センター的機能に関わる「通信」や「お便り」を定期的に発行している。③センター的機能に関わる

情報を学校の Web サイト（ホームページ）に掲載している。④その他 の各項目について複数回答で尋ねた。

図 19 情報の提供に関する活動（グラフ内の数値は校数）

（６）地域の幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等への相談・支援活動の実施状況

地域の幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等の教職員を対象として行っている相談・支援等の活動について尋

ねた。

①昨年度中に、地域の幼稚園(保育園）の教職員を対象に行った相談・支援等の活動

昨年度中に、地域の幼稚園(保育園）の教職員を対象に行った相談・支援等の活動ののべ回数を求めた。

図 20 地域の幼稚園(保育園）の教職員を対象に行った相談・支援等の活動ののべ回数（グラフ内の数値は校数）
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②昨年度中に、地域の小・中学校の教職員を対象に行った相談・支援等の活動

昨年度中に、地域の小・中学校の教職員を対象に行った相談・支援等の活動ののべ回数を求めた。

図 21 地域の小・中学校の教職員を対象に行った相談・支援等の活動ののべ回数（グラフ内の数値は校数）

③昨年度中に、地域の高等学校の教職員を対象に行った相談・支援等の活動

昨年度中に、地域の高等学校の教職員を対象に行った相談・支援等の活動ののべ回数を求めた。

図 22 地域の高等学校の教職員を対象に行った相談・支援等の活動ののべ回数（グラフ内の数値は校数）

④地域の幼稚園（保育園）、小・中学校、高等学校等の教職員を対象に行っている相談・支援の内容

地域の幼稚園（保育園）、小・中学校、高等学校等の教職員を対象に行っている相談・支援の内容に関して、①視

覚障害に関連する内容、②聴覚障害に関連する内容、③知的障害に関連する内容、④肢体不自由に関連する内容、⑤

病気に関連する内容、⑥発達障害（自閉症、ＬＤ、ＡＤＨＤ等）に関連する内容、⑦その他 の各項目で、主として

行っている内容、併せて行っている内容について、複数回答で尋ねた。
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図 23 地域の教職員を対象に行っている相談・支援の内容（グラフ内の数値は校数）

⑤地域の幼稚園（保育園）、小・中学校、高等学校等の教職員を対象に行っている相談・支援等の活動の内容

地域の幼稚園（保育園）、小・中学校、高等学校等の教職員を対象に行っている相談・支援等の活動の内容につい

て行っていることについて、①障害の理解と対応に関すること②諸検査・アセスメントに関すること、③授業作りや

学級経営に関すること、④校内支援体制の構築に関すること、⑤保護者への対応や連携に関すること、⑥個別の教育

支援計画に関すること、⑦個別の指導計画に関すること、⑧他機関との連携に関すること、⑨教材・教具の提供に関

すること、⑩施設・設備の提供に関すること、⑪その他 の各項目について複数回答で尋ねた。

図 24 地域の教職員を対象に行っている相談・支援等の活動の内容（グラフ内の数値は校数）
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⑥地域の幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等への相談・支援活動の方法

地域の幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等への相談・支援活動の方法に関して、①幼稚園（保育園）、小・

中学校、高等学校等の管理職への相談・支援を行っている。、②幼稚園（保育園）、小・中学校、高等学校等の特別

支援学校コーディネーター等への相談・支援を行っている。、③幼稚園（保育園）、小・中学校、高等学校等の学級

担任等への相談・支援を行っている。、④幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等の校内委員会等の組織への相談

・支援を行っている。⑤その他 の各項目で、主として行っている内容、併せて行っている内容について、複数回答

で尋ねた。

図 25 地域の幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等への相談・支援活動の方法（グラフ内の数値は校数）

⑦地域の幼稚園(保育園）、小・中学校等への支援に関わり、教育委員会との連絡・調整

地域の幼稚園(保育園）、小・中学校等への支援に関わり、教育委員会との連絡・調整について、①支援を実施する

際に、担当者が地域の教育委員会と連絡・調整を行っている。②支援を実施するために、地域の教育委員会との協議

の場を設けている。③その他 の各項目について複数回答で尋ねた。

図 26 教育委員会との連絡・調整（グラフ内の数値は校数）
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（７）保護者・本人への相談・支援活動の実施状況

本人・保護者を対象に行っている相談・支援等について尋ねた。

①相談・支援の対象者について、①乳幼児（０歳～２歳）、②幼稚園段階（３歳～５歳）、③小学生段階（６歳～

１２歳）、④中学生段階（１３歳～１５歳）、⑤高校生段階（１６歳～１８歳）、⑥大学生段階以降成人（１９歳～）

の各項目について複数選択で尋ねた。

図 27 相談・支援の対象者（グラフ内の数値は校数）

②本人・保護者を対象に行っている相談・支援等の内容

地域の幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等への相談・支援活動の方法に関して、①視覚障害に関連する内容、

②聴覚障害に関連する内容、③知的障害に関連する内容、④肢体不自由に関連する内容、⑤病気等に関連する内容、

⑥発達障害（自閉症、ＬＤ、ＡＤＨＤ等）に関連する内容、⑦その他 の各項目で、主として行っている内容、併せ

て行っている内容について、複数回答で尋ねた。

図 28 本人・保護者を対象に行っている相談・支援等の内容（グラフ内の数値は校数）
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（８）地域の幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等の教職員に対する研修協力・研修会等

地域の幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等の教職員に対する研修協力・研修会等について尋ねた。

①昨年度中に行った地域の幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等の教職員に対する研修協力・研修会

昨年度中に行った地域の幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等の教職員に対する研修協力・研修会等ののべ回

数について尋ねた。

(1)昨年度中に学校で開催した研修会の回数

図 29 昨年度中に学校で開催した研修会の回数（グラフ内の数値は校数）

(2)小・中学校、高等学校等の研修会で講師として招聘された回数

図 30 昨年度中に小・中学校、高等学校等の研修会で講師として招聘された回数（グラフ内の数値は校数）
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②地域の幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等の教員に対する研修等の内容

地域の幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等の教員に対する研修等の内容について、①特別支援教育に関する

総合的な内容、②学校が対象としている障害に関する専門的な内容、③発達障害についての理解と対応に関する専門

的な内容、④その他 の各項目について複数回答で尋ねた。

図 31 地域の幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等の教員に対する研修等の内容（グラフ内の数値は校数）

（９）センター的機能の計画と評価

センター的機能の計画と評価について、①センター的機能を学校の教育計画に位置付けている。②センター的機能

の評価を学校評価の中で行っている。③センター的機能として行った相談・支援等について、相談・支援の相手先へ

の満足度の調査を行っている。④その他 の各項目について複数回答で尋ねた。

図 32 センター的機能の計画と評価（グラフ内の数値は校数）
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第４部 支援システムの充実への取組の成果と課題

----------------------------------------------------------------------------------
１．支援システムへの理解
----------------------------------------------------------------------------------

特別支援教育における特別支援学校の役割に関する教職員の意識について尋ねた。

（１）自校の教職員の理解の状況に関する「特別支援学校が担う一人一人のニーズに応じた専門的な教育や支援の意

義について十分に理解されている。」の設問について、そう思う［Ａ］、どちらともいえない［Ｂ］、そう思わない［Ｃ］

のいずれかの選択をし、その理由についての記述を求めた。（理由については、別途、整理・分析予定）

図 33 特別支援学校が担う一人一人のニーズに応じた専門的な教育や支援の意義について十分に理解されている。

（数値は割合（％））

（２）自校の教職員の理解の状況に関する「特別支援学校が担うセンター的機能の意義について十分に理解されてい

る。」の設問について、そう思う［Ａ］、どちらともいえない［Ｂ］、そう思わない［Ｃ］ のいずれかの選択をし、

その理由についての記述を求めた。（理由については、別途、整理・分析予定）

図 34 特別支援学校が担うセンター的機能の意義について十分に理解されている。（数値は割合（％））

（３）地域における自校への理解、期待、貢献の状況に関する「自校のセンター的機能が地域に十分に理解されてい

る。」の設問について、そう思う［Ａ］、どちらともいえない［Ｂ］、そう思わない［Ｃ］ のいずれかの選択をし、

その理由についての記述を求めた。（理由については、別途、整理・分析予定）

図 35 自校のセンター的機能が地域に十分に理解されている。（数値は割合（％））
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（４）地域における自校への理解、期待、貢献の状況に関する「自校のセンター的機能への地域の期待は大きい。」

の設問について、そう思う［Ａ］、どちらともいえない［Ｂ］、そう思わない［Ｃ］ のいずれかの選択をし、その

理由についての記述を求めた。（理由については、別途、整理・分析予定）

図 36 自校のセンター的機能への地域の期待は大きい。（数値は割合（％））

（５）地域における自校への理解、期待、貢献の状況に関する「自校のセンター的機能は、地域に十分に貢献してい

る。」の設問について、そう思う［Ａ］、どちらともいえない［Ｂ］、そう思わない［Ｃ］ のいずれかの選択をし、

その理由についての記述を求めた。（理由については、別途、整理・分析予定）

図 37 自校のセンター的機能は、地域に十分に貢献している。（数値は割合（％））

（６）地域における自校への理解、期待、貢献の状況に関する「自校のセンター的機能は、地域に十分に貢献してい

る。」の設問について、そう思う［Ａ］、どちらともいえない［Ｂ］、そう思わない［Ｃ］ のいずれかの選択をし、

その理由についての記述を求めた。（理由については、別途、整理・分析予定）

----------------------------------------------------------------------------------
２．支援システムへの機能
----------------------------------------------------------------------------------

特別支援学校の支援システムの組織と機能についての課題について尋ねた。

（１） 自校の支援システムの機能に関する、「自校の支援システム（校内支援体制の整備、専門機関等との連携、個

別の教育支援計画等の作成など）がこれまで以上に機能し、一人一人のニーズに応じた専門的な教育や支援がより充

実してきた。」の設問について、そう思う［Ａ］、どちらともいえない［Ｂ］、そう思わない［Ｃ］ のいずれかの選

択をし、その理由についての記述を求めた。（理由については、別途、整理・分析予定）

図 38 自校の支援システム（校内支援体制の整備、専門機関等との連携、個別の教育支援計画等の作成など）がこ

れまで以上に機能し、一人一人のニーズに応じた専門的な教育や支援がより充実してきた。（数値は割合（％））
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（２） 自校の支援システムの機能に関する、「自校の支援システム（センター的機能）がこれまで以上に機能し、そ

の結果、地域の小・中学校等の教育が充実してきた。」の設問について、そう思う［Ａ］、どちらともいえない［Ｂ］、

そう思わない［Ｃ］ のいずれかの選択をし、その理由についての記述を求めた。（理由については、別途、整理・

分析予定）

図 39 自校の支援システム（センター的機能）がこれまで以上に機能し、その結果、地域の小・中学校等の教育が

充実してきた。（数値は割合（％））

（３） 自校の支援システムの機能に関する、「自校の支援システム(センター的機能）の機能を通して得られた情報

や知見、校内の意識の変化は、在籍者への教育や支援の充実に寄与している。」の設問について、そう思う［Ａ］、

どちらともいえない［Ｂ］、そう思わない［Ｃ］ のいずれかの選択をし、その理由についての記述を求めた。（理

由については、別途、整理・分析予定）

図 40 自校の支援システム(センター的機能）の機能を通して得られた情報や知見、校内の意識の変化は、在籍者

への教育や支援の充実に寄与している。（数値は割合（％））



- 24 -



調査票





立

職
名

氏
名

→

→

１

］

　特別支援教育コーディネーターの役割についてお尋ねします。

①地域支援に関わる校内外の関係者との連絡調整を担っている。

②在籍者への支援に関わる校内外の関係者との連絡調整を担っている。

④地域の保護者・本人への相談等を担っている。

③地域の幼稚園（保育園）、小・中学校、高等学校等への相談・支援を担っている。

⑤在籍者本人・保護者への相談等を担っている。

※　複数の障害種を対象とする学校で、障害種毎に「教育部門」を設けている場合は、右の欄に○を記入してください。

⑥その他　［

貴校における特別支援教育コーディネーターの役割について該当する項目の全てに○を記入して下さい。

担当部
署等

　第1部　校内外との連携の仕組みと機能
　第２部　校内支援の仕組みと機能
　第３部　地域への支援の仕組みと機能
　第４部　支援システムの充実への取組の成果と課題

第１部　校内外との連携の仕組みと機能

特別支援教育コーディネーターの役割

(2)この調査票（紙媒体）をFaxで返信する場合は、以下のFax番号へ送信してください。
　　Fax番号　046-839-6919  (企画調整課）

(3)この調査票（紙媒体）を郵便で返送する場合は、同封の返信用封筒にてお送りください。

　〒239-8585　横須賀市野比５－１－１　独立行政法人国立特別支援教育総合研究所
　　　企画部　　　　　　　上席総括研究員　　松村　勘由　　  ℡　046-839-6870　e-mail　v-systemchosa@nise.go.jp
　　　教育相談部　　　　主任研究員　　　　　横尾　　俊　　 　℡　046-839-6840　e-mail　v-systemchosa@nise.go.jp

※　研究所のWebサイトに、本調査の情報を掲載しています。URL：http://www.nise.go.jp/blog/2010/05/post_338.html

調査・回答欄

　この調査は、第１部、第２部、第３部、第４部、４つの部分で構成されています。

　【調査票の返送・返信先】　　　この調査票は、以下のようにご返信・ご返送ください。

(1)電子データ（Microsoft Excel)で返信の場合は、以下のE-mailアドレス宛へ、添付ファイルとして送信してください。

　本調査専用アドレス v-systemchosa@nise.go.jp ←　電子ファイルでは、ハイパーリンクとなっています。

　調査票のダウンロード URL：http://www.nise.go.jp/blog/2010/05/post_338.html

高等部

中学部

小学部

幼稚部

　学校が対象とする障害種について、該当する所に○を記入してください。（調査時点で在籍者がいない場合にも記入してください。）

視覚障害 聴覚障害 知的障害 肢体不自由 病弱

回答者の
職名・担当・氏名

特別支援学校における支援システムの充実のための取組に関する調査

 専門研究A 「特別支援学校における支援システムの充実に向けた総合的研究－特別支援教育体制の取組の状況とその改善に向け
た課題に関する調査研究－」（研究代表者　松村勘由）

　ご回答いただく方は、校長あるいは、校長が指名する教職員で、本調査に関わる学校全体の状況を把握する立場にある方を想定し
ています。　※　ご記入の際は、別紙の調査実施要項をご参照ください。

　この調査のデータは、全体的な状況を把握するために使用します。個々のデータをその学校や設置者が分かるような形で公表する
ことはありません。

　　学校名

////　10月31日を目安として、回答をご返信・ご返送ください。　////
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2.会議は、必要に応じて開催される。

連携のための組織の構成と活動

②参画や連携の中心となる教職員の担当名を記述してください。(例：特別支援教育コーディネーター、教務主任、副校長　等）

①参画している連携組織の名称を記入してください。

④参画していない場合は、その理由を記述してください。

地域の小・中学校間の連携組織への参画について

4.その他　［

③参画する連携組織の活動状況について該当する項目の全てに○を記入して下さい。

1.会議は、定期的に開催される。

特別支援学校間の連携組織への参画について

1.各学校の情報交換の場として機能している。

2.具体的な支援に関わる情報交換の場として機能している。

3.各学校共通の課題を検討する場として機能している。

③参画する連携組織の活動状況について該当する項目の全てに○を記入して下さい。

(1)　参画する主な連携組織の会議の開催状況について

1.会議は、定期的に開催される。

2.会議は、必要に応じて開催される。

3.その他

4.その他　［

①参画している連携組織の名称を記入してください。

(2)　参画する主な連携組織の機能について

1.各機関間の情報交換の場として機能している。

2.具体的な支援に関わる情報交換の場として機能している。

3.各機関共通の課題を検討する場として機能している。

④参画していない場合は、その理由を記述してください。

3.その他　［

①参画している連携組織の名称を記入してください。

③参画する連携組織の活動状況について該当する項目の全てに○を記入して下さい。

(1)　参画する主な連携組織の会議の開催状況について

1.会議は、定期的に開催される。

2.会議は、必要に応じて開催される。

②参画や連携の中心となる教職員の担当名を記述してください。(例：特別支援教育コーディネーター、教務主任、副校長　等）

　地域の学校や関連する機関等との連携についてお尋ねします。

医療、福祉、労働等関連機関間の連携組織への参画について

(2)　参画する主な連携組織の機能について

②参画や連携の中心となる教職員の担当名を記述してください。(例：特別支援教育コーディネーター、教務主任、副校長　等）

(1)　参画する主な連携組織の会議の開催状況について
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地域の関連機関との連携

2.具体的な支援に関わる情報交換の場として機能している。

3.各学校共通の課題を検討する場として機能している。

3.その他　［

③校内組織のメンバーについて、該当する項目全てに○を記入してください。

(1)幼児児童生徒等の担任

(2)特別支援教育コーディネーター

②校内組織の中心となる教職員の担当名を記入してください。（例：特別支援教育コーディネーター、教育相談部長　等　）

⑥情報・支援機器の活用に関する事項

⑦その他

在籍者への指導・支援を全校的に検討するための校内組織についてお尋ねします。

①校内組織の名称を記入してください。（例：支援会議、事例検討会、校内支援委員会　など）

③進路指導、就労支援などに関する事項

④交流及び共同学習に関する事項

⑤医療的ケアに関する事項

在籍者への支援体制

　在籍者への支援のための学校の取組についてお尋ねします。

以下の各事項について、在籍者への支援の中心となる教職員の担当名を記述してください。（例：自立活動部担当、特別支援
教育コーディネーター、相談支援部長、学級担任　等）

①自立活動の指導に関する事項

②教育相談に関する事項

主な連携先と連携の内容について具体的に記述してください。（記入例：児童相談所と事例についての協議を行っている。）

①医療関係機関

②保健関係機関

③福祉関係機関

④労働関係機関

第２部　校内支援の仕組みと機能

専門家チームや巡回相談員との連携について該当する項目の全てに○を記入してください。

①地域支援に関して、連絡・調整を行っている。

②幼児児童生徒等への指導に関わる助言や支援を受けている。

4.その他　［

⑤その他

　連携している地域の関連機関についてお尋ねします。

1.各学校の情報交換の場として機能している。

③ その他

専門家チーム、巡回相談員との連携

　専門家チーム、巡回相談員との連携についてお尋ねします。

④参画していない場合は、その理由を記述してください。

(2)　参画する主な連携組織の機能について
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①作成の中心となる教職員の担当名を記述してください。（例：学級担任、特別支援教育コーディネーター、学年主任　等）

⑥校内組織を設けていない場合は、その理由を記述してください。

(3)個別の教育支援計画を作成・活用・管理などを行うための学校の規定がある。

(4)その他
［

③個別の教育支援計画の移行期の取り扱いについて、該当する項目全てに○を記入してください。

(1)進級の際に活用したり、教職員間で、引き継がれている。

(3)その他
［

(1)個別の指導計画の作成など具体的な支援や指導に活用されている。

(2)専門家、関連機関との連携に活用されている。

(2)本人・保護者の了解の下で作成・管理・活用している。

(3)保護者への支援や連携に活用されている。

④個人情報としての個別の教育支援計画の作成・活用・管理などについて、該当する項目全てに○を記入してください。

(1)本人・保護者の願いや意向を聞き取り作成している。

(10)その他
［

個別の教育支援計画の活用についてお尋ねします。

①個別の教育支援計画の情報の共有について、該当する項目全てに○を記入してください。

(2)関係する校内の教職員の間で共有している。

(3)関係する専門家、関連機関と共有している。

②個別の教育支援計画の活用について、該当する項目全てに○を記入してください。

(1)本人・保護者と共有している。

個別の教育支援計画の作成について

②個別の教育支援計画の作成に参画する関係者について、該当する項目全てに○を記入してください。

(1)学級担任

(2)学年・学部等の担当の教員

(3)特別支援教育コーディネーター

(７)管理職

(8)保護者

(9)本人

⑤会議での主な検討事項について記述してください。

(3)その他
［

在籍者の個別の教育支援計画の作成・活用・管理

　在籍者の個別の教育支援計画の作成・活用・管理についてお尋ねします。

個別の教育支援計画の管理を担当する組織について

個別の教育支援計画を管理する担当名を記述してください。(例：教務部、特別支援教育コーディネーター、副校長　等）

(3)管理職

(4)校内の専門的知見のある教職員

(5)校外の専門家（医師、ＯＴ、ＰＴ、ＳＴ等専門職等）

④指導・支援を検討するための会議の開催状況について、該当する項目全てに○を記入してください。

(1)定期的に開催している。

(2)必要に応じて開催している。

(2)進学、就労などの際に活用したり、進学先等に引き継がれている。

(6)その他
［

(4)その他
［

(4)その他
［

(4)校内の専門的知見のある教職員

(6)校外の専門家（医師、ＯＴ、ＰＴ、ＳＴ等専門職等）
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③その他　［

交流及び共同学習の実施状況について、該当する項目全てに○を記入してください。

①居住地校交流を実施している。

情報の提供に関する活動

地域の小・中学校等への理解啓発や広報活動について実施している項目の全てに○を記入してください。

①理解啓発のためのパンフレットを作成している。

②センター的機能に関わる「通信」や「お便り」を定期的に発行している。

③センター的機能に関わる情報を学校のWebサイト（ホームページ）に掲載している。

④その他　［

情報の収集に関する活動

地域の幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等に関するニーズの把握について、実施している項目の全てに○を記入してくだ
さい。

①アンケート調査を行っている。

②研修会、授業公開、要請による相談・支援の活動の中で聞き取っている。

③その他　［

センター的機能に関わる情報の収集と提供

③その他　［

センター的機能に関わる情報の収集と提供に関わる活動についてお尋ねします。

センター的機能を担う中心となる教員の役割について該当する項目の全てに○を記入してください。

①地域からの相談・支援に関わる校内外の関係者との連絡調整を担っている。

②地域への支援や相談を行っている。

センター的機能を担う教員の人数を記入してください。

③その他　［

①専任として指名されている者

②兼任として指名されている者

センター的機能を担うための学校組織
センター的機能を担うための学校組織についてお尋ねします。

センター的機能を担う中心となる分掌の名称を記入してください。（例：地域支援部、相談支援部　等）

センター的機能を担う中心となる教員の担当名を記入してください。　（例：コーディネーター、地域支援部長　等）

交流及び共同学習を進めるための仕組みについて、該当する項目全てに○を記入してください。

①実施するための校内組織がある。

②実施するための規定を設けている。

③実施するために運営協議会や地域の教育委員会等との協議の場を設けている。

第３部　地域への支援の仕組みと機能

④その他　［

個別の教育支援計画の評価についてお尋ねします。

　個別の教育支援計画の評価について、該当する項目全てに○を記入してください。

(1)予め時期を定めて評価を行っている。

(2)必要な時に随時評価を行っている。

交流及び共同学習

　交流及び共同学習についてお尋ねします。

②小・中学校等との学校間交流を実施している。

(3)その他
［
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②幼稚園段階（３歳～５歳）

③小学生段階（６歳～１２歳）

④中学生段階（１３歳～１５歳）

⑤高校生段階（１６歳～１８歳）

⑥大学生段階以降成人（１９歳～）

⑨教材・教具の提供に関すること

地域の幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等への相談・支援活動の方法について、次の各項目の中で、主として行ってい
るものに　◎　を、併せて行っているものに　○　を記入してください。

相談・支援の対象者について、該当する項目の全てに○を記入してください。

①乳幼児（０歳～２歳）

③幼稚園（保育園）、小・中学校、高等学校等の学級担任等への相談・支援を行っている。

④幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等の校内委員会等の組織への相談・支援を行っている。

③その他　［

⑪その他　［

⑩施設・設備の提供に関すること

保護者・本人への相談・支援活動の実施状況

③授業作りや学級経営に関すること

④校内支援体制の構築に関すること

⑤保護者への対応や連携に関すること

⑥個別の教育支援計画に関すること

⑦個別の指導計画に関すること

⑧他機関との連携に関すること

④肢体不自由に関連する内容

⑤病気に関連する内容

⑥発達障害（自閉症、ＬＤ、ＡＤＨＤ等）に関連する内容

地域の幼稚園（保育園）、小・中学校、高等学校等の教職員を対象に行っている相談・支援等の活動の内容について、行ってい
る事項の全てに○を記入して下さい。

⑦その他　［

①障害の理解と対応に関すること

②地域の高等学校等への相談・支援活動

地域の幼稚園（保育園）、小・中学校、高等学校等の教職員を対象に行っている相談・支援の内容について、主として行ってい
る内容に　◎　を、併せて行っている内容に　○　を記入してください。

①視覚障害に関連する内容

②聴覚障害に関連する内容

③知的障害に関連する内容

地域の幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等への相談・支援活動の実施状況

　地域の幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等の教職員を対象として行っている相談・支援等の活動についてお尋ねします。

昨年度中に、地域の幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等の教職員を対象に行った相談・支援等の活動ののべ回数の概
数を記入してください。（中等教育学校については、便宜上、高等学校等へ含めて下さい。）

①地域の幼稚園(保育園）への相談・支援活動

②地域の小・中学校等への相談・支援活動

②諸検査・アセスメントに関すること

本人・保護者を対象に行っている相談・支援等についてお尋ねします。

②支援を実施するために、地域の教育委員会との協議の場を設けている。

⑤その他　［

①幼稚園（保育園）、小・中学校、高等学校等の管理職への相談・支援を行っている。

②幼稚園（保育園）、小・中学校、高等学校等の特別支援学校コーディネーター等への相談・支援を行っている。

地域の幼稚園(保育園）、小・中学校等への支援に関わり、教育委員会との連絡・調整について該当する項目に○を記入してく
ださい。

①支援を実施する際に、担当者が地域の教育委員会と連絡・調整を行っている。
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②特別支援学校が担うセンター的機能の意義について十分に理解されている。

自校の教職員の理解の状況について、そう思う［Ａ］、どちらともいえない［Ｂ］、そう思わない［Ｃ］　のいずれかの記号を記入
し、そのように判断した理由について記述して下さい。

①特別支援学校が担う一人一人のニーズに応じた専門的な教育や支援の意義について十分に理解されている。

②学校が対象としている障害に関する専門的な内容

③発達障害についての理解と対応に関する専門的な内容

※その理由を記述してください。

地域における自校への理解、期待、貢献の状況について、そう思う［Ａ］、どちらともいえない［Ｂ］、そう思わない［Ｃ］　のいず
れかの記号を記入し、そのように判断した理由について記述して下さい。

①自校のセンター的機能が地域に十分に理解されている。

※その理由を記述してください。

※その理由を記述してください。

センター的機能の計画と評価
センター的機能の計画と評価についてお尋ねします。

④その他　［

①センター的機能を学校の教育計画に位置付けている。

②センター的機能の評価を学校評価の中で行っている。

第４部　支援システムの充実への取組の成果と課題

支援システムへの理解

特別支援教育における特別支援学校の役割に関する教職員の意識についてお尋ねします。

①昨年度中に学校で開催した研修会の回数（概数）

②昨年度中に地域の幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等の研修会で講師として招聘された回数（概数）

地域の幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等の教員に対する研修等の内容について、該当する全ての項目に○を記入し
てください。

①特別支援教育に関する総合的な内容

④肢体不自由に関連する内容

⑤病気等に関連する内容

⑥発達障害（自閉症、ＬＤ、ＡＤＨＤ等）に関連する内容

地域の幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等の教職員に対する研修協力・研修会等

地域の幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等の教職員に対する研修協力・研修会等についてお尋ねします。

昨年度中に行った地域の幼稚園(保育園）、小・中学校、高等学校等の教職員に対する研修協力・研修会等ののべ回数につい
てお尋ねします。

⑦その他　［

本人・保護者を対象に行っている相談・支援等の内容で、主として行っている内容に　◎　を、併せて行っている内容に　○　を
記入してください。

①視覚障害に関連する内容

②聴覚障害に関連する内容

③知的障害に関連する内容

④その他　［

③センター的機能として行った相談・支援等について、相談・支援の相手先への満足度の調査を行っている。

センター的機能の計画・評価について該当する項目の全てに○を記入して下さい。
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　　特別支援学校における支援システム関する研究について、本研究所への意見や要望等がありましたら記入してください。

③自校の支援システム(センター的機能）の機能を通して得られた情報や知見、校内の意識の変化は、在籍者への教育や
支援の充実に寄与している。

※その理由を記述してください。

※その理由を記述してください。

②自校の支援システム（センター的機能）がこれまで以上に機能し、その結果、地域の小・中学校等の教育が充実してきた。

※その理由を記述してください。

①自校の支援システム（校内支援体制の整備、専門機関等との連携、個別の教育支援計画等の作成など）がこれまで以上
に機能し、一人一人のニーズに応じた専門的な教育や支援がより充実してきた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご協力をありがとうございました。

特別支援学校の支援システムの組織と機能についての課題を記述してください。

障害のある幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた専門的な指導や支援を実現するための自校の支援システムの組織
や機能について、課題となることがありましたら記述してください。

地域の特別支援教育のセンター的機能を実現するための自校の支援システムの組織や機能について、課題となることがありまし
たら記述してください。

②自校のセンター的機能への地域の期待は大きい。

※その理由を記述してください。

③自校のセンター的機能は、地域に十分に貢献している。

※その理由を記述してください。

支援システムの機能

自校の支援システムの機能について、そう思う［Ａ］、どちらともいえない［Ｂ］、そう思わない［Ｃ］　のいずれかの記号を記入し、
そのように判断した理由について記述して下さい。

支援システムの課題
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